
明治ポンチ本関連収蔵状況調査リスト
※2017年時点での調査データです。 ※「湯本No.」…湯本豪一「明治ポンチ本一覧」（川崎市市民ミュージアム紀要(5)1993）に付された番号。







このリストについて

このリストでは、「明治ポンチ本」の範囲を少し広めにとってあります。その理由としては、①その範囲
をはっきりと決めることは難しい、②データベースを公開していない所蔵館がある、の2つがあります。
①に関しては、そもそも「明治ポンチ本」という用語は当時存在しないものでした。本研究会では、湯
本豪一「明治ポンチ本一覧」（『川崎市市民ミュージアム紀要』第5集、1993年；以下、「湯本リスト」
と略す）にならってこの用語を採用していますが、定義そのものを踏襲しているわけではありません。い
ずれの定義を採用するにせよ、当時存在しなかった名称を付与するということは、実体を措定するか、な
んらかの目的を設定することになります。前者において、たとえば「文学」という言葉が持ちえたほど
の普遍性がそこにあるかどうかは疑わしく、後者においては、当然のことながら各自で目的が異なりま
す。②に関しては、兵庫県立美術館に所蔵されている「明治ポンチ本」は整理中のため、目録が今のと
ころ外部に公開されていません。そのため、今後の利便性を考慮し、より広い範囲でリストを作成して
います。なお、川崎市市民ミュージアムの目録も公開されていませんが、その大部分が「湯本リスト」
にふくまれています。以上2点の理由から、採録基準は機関毎に異なり、また「明治ポンチ本」の範囲
は、ここで挙げられたものよりも、狭くなったり広くなったりする可能性があることをご承知ください。
（文責：野田謙介）
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調査にあたっては各収蔵施設のご協力をいただきました。感謝申し上げます。
本リストは明治ポンチ本研究会の調査の結果であり、誤記などは全て本研究会に責任があります。
題名については、現物（あるいは写真）を確認し、以下の規則に従って記述してあります。そのため、
各施設のデータベースにおける題名とは一部異なるものがあります。
・タイトルは基本的に外題から採用する。
・ただし、異版や合本を識別／同定するために必要な場合、内題(版心題など)も参照。
・また、同様の理由で、角書きなどもタイトルにふくめることができる。
・旧字はJIS第二水準まで採用する（略字、俗字でJIS第二水準に含まれていないものは修正する）。
・くずし字、変体仮名については、元の漢字がつよく残っていると判断され、識別／同定に必要な場
合のみ、漢字を採用する。
・ふり仮名が振られている場合〈〉でくくり、直後に記述。
・巻数、上位タイトル、角書きは、空白（全角）をおいて記述。
なお、図書館以外の施設では、一般的な公開・閲覧等の対応を行なっているとは限りませんので、お
問い合わせの際は十分ご注意・ご配慮下さい。

※「湯本リスト」に掲載されている「明治ポンチ本」は川崎市市民ミュージアムの収蔵資料と、個人所有の資料
であったと考えられ、一部は現在京都国際マンガミュージアムに収蔵されている資料と同一のものと考えられる。


